
プ
ロ
ロ
ー
グ

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
ホ
テ
ル
で
考

え
た
。
外
は
時
季
外
れ
の
ス
コ
ー
ル
で
、

大
型
の
窓
ガ
ラ
ス
を
叩
き
つ
け
る
よ
う

に
洗
い
流
し
て
い
る
。

か
つ
て
40
年
ほ
ど
前
、
鄙
び
た
ホ
テ

ル
の
界
隈
に
は
、
椰
子
や
ゴ
ム
の
木
の

林
が
見
ら
れ
、
夕
立
が
来
れ
ば
、
た
ち

ま
ち
懐
か
し
い
土
の
匂
い
を
送
っ
て
き

た
も
の
だ
っ
た
。

今
回
は
違
う
。
林
立
す
る
巨
大
ビ
ル

群
の
中
、
高
層
ホ
テ
ル
に
滞
在
す
る
せ

い
も
あ
っ
て
、
土
の
匂
い
な
ど
は
願
う

べ
く
も
な
い
。
ビ
ル
の
谷
間
を
、
モ
ダ

ン
な
モ
ノ
レ
ー
ル
が
走
り
抜
け
る
姿
な

ど
、
だ
れ
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
。
こ
こ

は
ま
ぎ
れ
も
な
く
大
都
会
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
が
、
寂
し
い
町
外
れ
の
一

角
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
40
年

ほ
ど
の
変
貌
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。
中
心
街
に
聳
え
る
国
営
石
油
企

業
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
・
ビ

ル
は
、
最
近
ま
で
世
界
第
一
位
の
高
さ

を
誇
っ
て
い
た
。
新
行
政
都
市
プ
ト
ラ

ジ
ャ
ヤ
の
建
設
は
大
学
都
市
と
見
ま
が

う
ほ
ど
の
瀟
洒
な
計
画
都
市
で
あ
り
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
新
国
際
空
港
も
開

港
し
て
も
う
10
年
近
く
が
経
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
Ｉ
Ｔ
時
代
を
象
徴
す
る
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ー
パ
ー
・
コ
リ
ド
ー

（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）
構
想
な
ど
、
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
と
す
る
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

前
首
相
好
み
の
近
代
化
が
進
ん
だ
こ
と

は
確
か
な
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、
ど
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
に

も
出
現
し
た
社
会
格
差
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
大
き
く
、
社
会
の
縁
辺
に
追
い
や
れ

た
少
数
民
族
や
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の

目
に
は
、
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
た
だ

巨
大
浪
費
と
し
か
映
ら
な
か
っ
た
。
さ

る
３
月
８
日
の
下
院
総
選
挙
は
、
つ
い

に
過
去
11
回
に
及
ぶ
総
選
挙
に
連
勝
し

て
き
た
与
党
連
合
を
苦
境
に
追
い
込
ん

だ
。
改
憲
に
必
要
な
安
定
勢
力
で
あ
る
、

全
議
席
（
２
２
２
）
の
３
分
の
２
を
割

り
込
ん
だ
の
だ
。
こ
れ
は
、
大
き
な
衝

撃
で
あ
っ
た
ろ
う
。

一
方
、
野
党
側
は
82
議
席
へ
と
一
挙

に
４
倍
増
と
し
、
し
か
も
12
州
の
う
ち

５
州
で
野
党
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
か
ら
、

こ
の
国
の
「
政
治
的
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」

も
ま
た
、
大
き
く
変
容
し
た
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。（
本
誌
前
号
）

か
く
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
労
働
運
動
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マ
レ
ー
シ
ア
労
働
法
を
考

え
る
│
時
代
に
遅
れ
る
も

う
一
つ
の
開
発
法

●ＩＭＦ－ＪＣ顧問

小島正剛 こじま・せいごう

６０年ＩＭＦ日本事務所に入職以来、

ＪＣ事務局長代理、ＪＣ国際局長、

ＪＣ副議長（国際委員長）（以上兼務）、

ＩＭＦ地域代表を務めるなど国際労

働運動一筋。９８年ＪＣ顧問に。日

本労働ペンクラブ会員他。主要著書

「海外労働アラカルト」他。

の
対
政
府
要
求
は
、
俄
然
脚
光
を
浴
び

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
例
え
ば
全
国
最

低
賃
金
制
度
（
月
額
９
０
０
リ
ン
ギ
、

３
万
２
０
０
０
円
弱
）、
失
業
手
当
制
度

の
導
入
、
そ
し
て
本
稿
主
題
の
労
働
法

の
改
正
な
ど
で
あ
る
。

労
働
法
を
考
え
る

そ
こ
で
、
求
め
ら
れ
る
法
改
正
と
は

何
か
だ
が
、
労
働
法
が
極
め
て
規
制
的

で
あ
る
こ
と
は
否
定
の
し
よ
う
が
な
い
。

例
え
ば
こ
ん
な
話
が
あ
る
。
あ
る
学

者
が
、
中
立
的
な
立
場
を
条
件
に
、
こ

WWOORRLLDD NNOOWW NNoo..8822



の
国
の
労
働
法
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
準
と
の
乖

離
に
つ
い
て
比
較
研
究
し
た
。
そ
の
報

告
書
を
読
ん
だ
政
府
の
高
官
が
批
判
し

た
。「
あ
ま
り
に
も
組
合
寄
り
の
結
論
だ
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
学
者
は
言
っ
た
。

「
そ
の
コ
メ
ン
ト
こ
そ
、
本
書
の
中
立
性

を
証
明
す
る
も
の
で
す
」
と
。

こ
う
し
た
法
を
改
正
す
る
こ
と
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
労
組
会
議
（
Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）

の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
独
立
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
植

民
地
時
代
の
法
律
や
条
例
を
引
き
継
い

だ
の
だ
が
、
労
働
法
も
ま
た
例
外
で
は
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な
か
っ
た
。
労
働
問
題
の
治
安
対
策
が

根
源
に
あ
っ
た
。
い
ま
も
生
き
る
「
登

録
制
度
」
は
そ
の
一
端
だ
。
そ
の
後
、

発
展
途
上
国
と
し
て
、
工
業
化
を
中
心

と
す
る
経
済
開
発
計
画
の
推
進
と
と
も

に
、
外
資
誘
致
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
労

働
法
は
経
済
開
発
政
策
に
適
合
す
る
方

向
で
、
次
第
に
修
正
・
整
備
さ
れ
、
今

日
の
法
体
制
に
至
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
と
き
に
開
発
法
と
化
し
た
と
評
さ

れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

法
の
前
の
平
等

こ
の
国
で
も
、

基
本
的
に
は
、「
人
は
何
人
（
な
ん
ぴ
と
）

と
い
え
ど
も
法
の
前
に
平
等
で
あ
る
。」

（
憲
法
第
八
条
）
言
論
の
自
由
、
集
会
の

自
由
、
結
社
の
自
由
に
つ
い
て
も
権
利

を
有
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
別
の
条
項
で
は
、
議
会
判
断

に
よ
っ
て
危
険
と
み
な
せ
ば
諸
権
利
を

法
に
よ
っ
て
規
制
し
う
る
と
し
て
い
る

こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

と
く
に
「
結
社
の
自
由
」
の
規
制
は
本

来
の
条
文
に
は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

63
年
に
補
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

当
時
政
府
が
抱
い
た
労
働
組
合
へ
の
不

信
感
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
背
景
に
は
、
か
つ
て
反
植
民
地
闘

争
を
展
開
し
た
マ
ラ
ヤ
共
産
党
の
指
導

下
に
労
働
運
動
が
お
か
れ
た
と
さ
れ
る
、

歴
史
的
要
因
も
作
用
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

労
働
法
の
注
目
点

今
日
、
労
使
関
係
を
律
す
る
基
本
的

な
法
は
、
①
「
雇
用
法
」、
②
「
労
使
関

係
法
」、
③
「
労
働
組
合
法
」
の
三
法
で

あ
る
。
順
に
そ
の
特
徴
を
見
て
い
こ
う
。

（1）
55
年
雇
用
法
（
Ｅ
Ａ
）

Ｅ
Ａ
は
、
使
用
者
と
個
別
従
業
員
と

の
関
係
、
す
な
わ
ち
個
別
的
雇
用
関
係

を
律
す
る
法
で
あ
り
、
各
種
の
基
本
的

雇
用
条
件
を
規
定
し
て
い
る
。
①
労
働

時
間
、
②
賃
金
支
払
い
、
③
休
日
、
④

年
次
休
暇
、
⑤
疾
病
休
暇
、
等
々
で
、

す
べ
て
の
従
業
員
が
請
求
で
き
る
最
低

限
の
処
遇
条
件
、
労
働
基
準
で
あ
る
。

適
用
さ
れ
る
の
は
、
①
基
本
賃
金
月

額
一
五
〇
〇
リ
ン
ギ
（
一
リ
ン
ギ
は
約

三
五
円
）
未
満
の
従
業
員
、
②
賃
金
月

額
に
係
わ
り
な
く
、
現
業
労
働
に
携
わ

る
従
業
員
と
な
っ
て
い
て
、
地
域
的
に

は
西
マ
レ
ー
シ
ア
（
半
島
部
）
だ
け
で

あ
る
。
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク
州
に
は
別
途

独
自
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。

人
的
資
源
省
労
働
局
（
Ｌ
Ｄ
）
の
所

管
に
な
っ
て
い
て
、
紛
争
は
労
働
裁
判

所
（
Ｌ
Ｃ
）
が
処
理
す
る
。

Ｅ
Ａ
の
注
目
点

Ｅ
Ａ
に
つ
い
て
は
、

最
低
賃
金
の
規
定
が
な
い
こ
と
、
②
サ

バ
、
サ
ラ
ワ
ク
両
州
と
の
間
に
労
働
基

準
の
格
差
が
あ
る
こ
と
、
③
官
公
部
門

が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

（2）
67
年
労
使
関
係
法
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、
使
用
者
と
労
働
組
合
、

す
な
わ
ち
集
団
的
労
使
関
係
を
律
す
る

法
で
あ
り
、
労
使
関
係
の
よ
っ
て
立
つ

主
要
な
原
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い

る
。

①
組
合
結
成
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て

労
使
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
結
成
の
権
利
を

ママレレーーシシアア労労働働法法をを考考ええるる
一一時時代代にに遅遅れれるるももうう一一つつのの開開発発法法
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保
証
す
る
。

②
組
合
は
当
局
に
「
登
録
」
し
、
認
証

を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
適
格

な
団
体
交
渉
単
位
で
あ
る
と
の
当
該
使

用
者
の
「
承
認
」
を
得
て
の
ち
、
団
体

交
渉
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
団
体
交
渉
。
定
期
的
に
団
体
交
渉
を

行
い
団
体
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

④
労
使
紛
争
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

労
使
は
可
能
で
あ
れ
ば
ス
ト
ラ
イ
キ
、

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
の
争
議
行
為
よ
り
は
、

交
渉
・
調
停
・
仲
裁
の
平
和
的
手
段
を

通
じ
て
紛
争
を
解
決
す
べ
き
で
あ
る
、

な
ど
と
す
る
原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

団
体
交
渉
の
規
定
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
交
渉
事
項
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
す

る
次
の
「
経
営
専
権
事
項
」
で
あ
ろ
う
。

昇
進
人
事
、
②
配
置
転
換
、
③
事
業
所

閉
鎖
、
④
事
業
再
編
・
整
理
・
解
雇
、

⑤
退
職
・
解
任
、
⑥
雇
用
の
終
了
・
解

雇
お
よ
び
復
職
、
⑦
欠
員
補
充
、
⑧
懲

戒
処
分
、
な
ど
使
用
者
の
自
由
裁
量
の

幅
を
広
く
規
定
し
て
い
る
。

団
体
協
約
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、

協
約
は
労
使
関
係
裁
判
所
（
後
述
）
の

「
承
認
」
を
得
て
発
効
す
る
こ
と
、
当
該

事
業
所
・
職
業
の
全
従
業
員
（
正
規
・

非
正
規
）
を
協
約
適
用
対
象
と
す
る
こ

と
、
な
ど
を
定
め
て
い
て
、
そ
の
限
り

で
は
公
正
で
あ
る
。

Ｉ
Ｒ
Ａ
の
施
行
適
用
対
象
は
、
Ｅ
Ａ

と
異
な
り
、
賃
金
レ
ベ
ル
や
職
業
に
係

わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
従
業
員
で
あ
る
。

名
目
的
に
は
民
間
・
官
公
両
部
門
、
地

域
的
に
は
全
マ
レ
ー
シ
ア
に
適
用
さ
れ

る
。所

管
は
人
的
資
源
省
の
労
使
関
係
局

（
Ｉ
Ｒ
Ｄ
）、
紛
争
処
理
に
は
労
使
関
係

裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
）
が
機
能
す
る
。

Ｉ
Ｒ
Ａ
の
注
目
点

注
目
す
べ
き

は
、
労
使
関
係
局
長
（
Ｄ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
）
が
、

団
体
交
渉
、
団
体
協
約
以
外
の
、
紛
争

処
理
を
含
む
集
団
的
労
使
関
係
の
あ
ら

ゆ
る
局
面
に
関
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、

団
体
交
渉
自
体
も
、
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス

が
規
定
さ
れ
、
協
約
も
当
局
の
承
認
を

必
要
と
し
、
③
幅
広
い
経
営
専
権
事
項

が
規
定
さ
れ
る
な
ど
の
諸
点
で
あ
る
。

（3）
59
年
労
働
組
合
法
（
Ｔ
Ｕ
Ａ
）

Ｔ
Ｕ
Ａ
は
言
う
ま
で
も
な
く
労
働
組

合
お
よ
び
組
合
連
合
体
を
律
す
る
法
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
労
働
組
合
の
定

義
を
規
定
し
、
そ
の
「
登
録
」
を
義
務

付
け
、
使
用
者
に
よ
る
「
承
認
」
を
必

要
と
し
、
組
合
の
「
組
織
範
囲
」
を
事

業
所
別
、
産
業
別
、
業
種
別
、
職
業
別

（
ま
た
は
”
類
似
の
“産
業
別
、
業
種
別
、

職
業
別
）
の
い
ず
れ
か
と
す
る
こ
と
を

規
定
し
、
③
、
組
合
の
権
利
義
務
を
規

定
す
る
中
で
、
組
合
資
金
の
使
途
・
投

資
を
規
制
し
、
役
員
資
格
条
件
を
規
定

し
、「
政
治
活
動
を
禁
止
」
し
、
海
外
の

国
際
労
働
団
体
・
諸
団
体
へ
の
加
盟
条

件
を
規
定
し
、
④
全
般
的
に
組
合
を
国

の
監
督
・
監
視
下
に
お
く
こ
と
を
定
め

て
い
る
。

所
管
は
人
的
資
源
省
労
働
組
合
局
で

（
Ｔ
Ｕ
Ｄ
）
で
あ
る
。
Ｔ
Ｕ
Ａ
の
施
行
範

囲
は
マ
レ
ー
シ
ア
全
土
で
あ
る
。

高
度
な
自
由
裁
量
権
を
手
に
す
る
労

働
組
合
局
長
（
Ｄ
Ｇ
Ｔ
Ｕ
）
で
あ
る
が
、

解
決
困
難
な
紛
争
は
人
的
資
源
相
へ
の

仲
裁
付
託
が
最
終
段
階
と
な
る
。

Ｔ
Ｕ
Ａ
の
注
目
点

注
目
す
べ
き

は
、
登
録
義
務
が
組
合
に
課
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
登
録
認
証
を
取
得
し
な
い

組
合
は
解
散
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
②
組
合

組
織
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
お
り
（
適
格

性
）、組
合
が
不
法
な
目
的
で
結
成
さ
れ
、

利
用
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
合
法

性
）。こ

う
し
た
「
適
格
性
」
や
「
合
法
性
」

を
判
定
す
る
の
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、

絶
大
な
権
限
を
付
与
さ
れ
た
Ｄ
Ｇ
Ｔ
Ｕ

で
あ
る[

Ｔ
Ｕ
Ａ
第
二
〇
条
（
二
）
項]

。

そ
の
判
定
基
準
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

自
由
裁
量
権
、
生
殺
与
奪
の
権
利
と
さ

え
評
さ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。
”類
似
の
“

す
な
わ
ち
”同
種
の
“
産
業
、
業
種
、

職
業
の
別
と
な
る
と
判
定
は
一
層
微
妙

と
な
る
。
ま
た
産
業
、
業
種
、
職
業
等

の
定
義
の
幅
が
狭
い
た
め
、
組
合
も
ま

た
小
規
模
に
限
定
さ
れ
る
。

　
産
業
間
の
業
際
が
フ
ァ
ジ
ー
に
な
る

現
実
に
直
面
し
て
、
細
分
化
さ
れ
る
組

合
を
超
え
た
一
般
合
同
労
組
の
結
成
も

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
現
行
法
は

そ
れ
を
許
さ
な
い
。

　
既
存
の
組
合
と
い
え
ど
も
、
既
述
し

た
理
由
や
使
用
者
側
の
ク
レ
ー
ム
で
、

Ｄ
Ｇ
Ｔ
Ｕ
の
判
断
次
第
で
登
録
抹
消
の

可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
（
第
12
条
、

第
13
条
）。
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そ
し
て
、
④
そ
の
他
組
合
の
普
遍
的

な
権
利
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
既
述
し

た
組
合
資
金
の
使
途
規
制
の
な
か
に
は
、

当
局
に
よ
る
組
合
帳
簿
の
自
由
検
閲
も

含
ま
れ
、
政
治
活
動
は
禁
止
で
あ
る
し
、

組
合
規
約
で
規
定
す
べ
き
役
員
資
格
ま

で
条
件
を
規
定
し
、
国
際
組
織
へ
の
加

盟
条
条
件
ま
で
規
定
す
る
な
ど
、「
組
合

に
関
し
て
”胎
児
“
か
ら
死
亡
ま
で
の

全
期
間
を
律
し
て
い
る
か
ら
、
組
合
が

真
に
自
由
で
あ
る
局
面
は
あ
り
え
な

い
。」（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｍ
Ｃ
幹
部
）
と
の
指

摘
が
、
信
憑
性
を
帯
び
て
く
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
準
と
の
乖
離

こ
う
し
た
法
律
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
準
か

ら
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
乖
離
し
て
い

る
か
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

第
八
七
号
条
約
（
結
社
の
自
由
）
だ

け
を
見
て
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

条
約
は
次
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
る
。

条
約
第
３
条
（1）
項
に
記
載
の
権
利

（
結
社
の
自
由
）
を
規
制
し
、
同
（2）
項

の
合
法
的
行
為
を
阻
害
す
る
い
か
な
る

介
入
も
差
し
控
え
る
べ
き
こ
と
、
②
労

働
団
体
は
、
行
政
的
機
関
に
よ
っ
て
解

散
ま
た
は
資
格
停
止
処
分
の
対
象
と
な

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と（
条
約
第
４
条
）、

③
国
内
法
は
、
条
約
規
定
の
保
障
を
阻

害
し
た
り
、
ま
た
阻
害
す
る
よ
う
に
適

用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
（
第
８
条
（2）

項
）、
④
労
働
団
体
は
、
連
合
体
、
総

連
合
体
を
結
成
し
加
盟
す
る
権
利
を
持

ち
、
そ
う
し
た
い
か
な
る
団
体
、
連
合

体
、
総
連
合
体
も
、
労
働
者
の
国
際
団

体
に
加
盟
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
（
第

５
条
）
な
ど
の
諸
点
で
、
明
ら
か
に
乖

離
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

他
の
条
約
と
の
乖
離
に
つ
い
て
は
紙

幅
の
都
合
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

若
干
の
コ
メ
ン
ト

右
に
見
た
法
は
、
自
由
で
民
主
的
な

労
組
結
成
・
発
展
の
基
盤
で
あ
る
に
は

規
制
的
で
あ
り
、
現
代
社
会
に
求
め
ら

れ
る
建
設
的
な
労
使
自
治
の
原
則
を
確

保
す
る
に
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

開
発
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
労
働
法

の
本
質
が
分
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
法
の
規
定
や
煩
雑

な
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
に
、
年
間
数
件
と

い
う
少
な
さ
で
、
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ

Ｄ
Ｉ
）
の
誘
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

疑
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
実
情
は
、

労
働
裁
判
所
や
労
使
関
係
裁
判
所
へ
の

提
訴
が
年
間
１
０
０
０
件
を
上
回
る
の

で
あ
る
。

近
年
政
府
は
、
政
労
使
三
者
構
成
の

労
働
法
レ
ビ
ュ
ー
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
が
、
か
え
っ
て
使
用
者
側
が
法
改
悪

案
を
提
起
し
、
い
ま
霧
の
中
に
あ
る
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

本
稿
を
ど
う
ま
と
め
る
か
と
思
案
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
ラ
ジ

ャ
セ
カ
ラ
ン
書
記
長
か
ら
連
絡
が
あ
っ

た
。ポ

イ
ン
ト
は
、
不
安
定
雇
用
の
典
型

と
さ
れ
る
外
国
人
労
働
者
の
組
織
化
を

め
ぐ
る
政
府
高
官
の
見
解
対
立
で
あ
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
従
来
人
的
資
源

省
は
労
組
法
上
、
彼
ら
の
組
合
加
入
や
、

法
定
の
就
業
条
件
を
享
受
で
き
る
と
し

て
き
た
。
し
か
し
、
移
民
法
の
も
と
に

就
労
許
可
証
を
発
給
す
る
内
務
省
移
民

局
は
、
発
給
に
一
連
の
条
件
を
付
し
て

お
り
、
滞
在
中
い
か
な
る
団
体
へ
の
加

入
も
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
中
で
、
移
民
局
高

官
は
、
そ
う
す
る
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
意
向
に
沿
う
と
さ
え
明
言
し
て

い
る
。
最
近
同
局
の
高
官
や
関
係
者
ら

が
複
数
、
労
働
力
の
不
法
な
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
に
絡
む
汚
職
で
検
挙
さ
れ
た

の
も
、
む
べ
な
る
か
な
で
あ
ろ
う
。
背

後
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
動
き
が
垣
間

見
え
る
、
と
書
記
長
は
伝
え
て
き
た
。

「
人
治
」
が
「
法
治
」
に
優
先
す
る

国
が
ア
ジ
ア
に
は
あ
る
と
聞
き
及
ぶ
が
、

こ
の
国
も
そ
の
方
向
に
一
層
進
ん
で
い

る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
と
書
記

長
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
、
法
改
正
に

向
け
て
、
ど
う
活
動
を
展
開
す
る
で
あ

ろ
う
か
。
政
治
活
動
を
法
的
に
禁
じ
ら

れ
て
い
る
だ
け
に
、
野
党
勢
力
と
の
連

携
が
見
ど
こ
ろ
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

に
し
て
も
、「
人
治
」
と
「
法
治
」
と
を

器
用
に
使
い
分
け
る
こ
の
国
の
官
僚
た

ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
悩
ま
さ
れ
そ
う

で
あ
る
。

（
２
０
０
８
年
７
月
24
日
記
）
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